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                桜 緑  
【２学期が始まり１か月たちました】 

 ９月の半ばを過ぎても、肌を刺す日差しが続きます。ただ、朝夕の日陰は少しだけ涼しい風が

時々吹くようになりました。今週は、中間テストです。寒暖差の激しい毎日ですが、体調管理をし

っかりと行い実力を発揮して欲しいものです。 

先週の全校朝礼では、ミヤクミヤクの生みの親の山下さんが影響を受けた太陽の塔の製作者『岡

本太郎』の言葉を紹介しました。 

挑戦した不成功者には再挑戦者としての新しい輝きが約束されるだろうが、挑戦を避けたまま 

オリてしまったヤツには新しい人生などはない。 

自分という人間を その瞬間、瞬間にぶつけていく。そしてしょっちゅう 新しく生まれ 変わって

いく。（ミヤクミヤクが形を変え変化していくのと同じですね） 

二学期のたくさんの行事で、『友達とは共有、自分には挑戦』『友達と思いを共有し、自分の限界に

挑戦しよう！』『友達の挑戦や頑張りを認めよう、やればできる挑戦しよう！』、最後に頑張ってい

る監督（藤川球児監督、アクバシ監督）からの言葉で、『信じなさい仲間を、信じなさい自分を』

と紹介し、「体育大会で、今まで以上にクラスがまとまりますように！」と全生徒と共有しました。 

また、豊中市の姉妹都市であるサンマティオとの交流行事に参加した生徒会長の H 君の話があり

ました。「交流の中から、国際理解は物おじせずにどんどん入っていくことがいい交流になる」と

感想を言ってくれました。まさに挑戦です。他の生徒達もこんな交流の機会（今回も誰でも申し込

めました）があればどんどん挑戦して、自分をどんどん変えていってください。 

【全校朝礼のパワーポイントの一部】 

 



 

 

 

 

 

 
 

【体育大会のスローガン】 

７０もの応募の中から、投票で決定しました。 

全力翔舞 ～ It’s 翔 time ～ 
昨年度の優秀作 


